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事故の型別

0

20

40

60

80

100

120

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4

労働災害の推移

1年未満
24%

1～2年
10%

2～3年
10%

3～5年
13%

5～10年
17%

10～20年
16%

20年以上

10%

被災者の経験期間

運送業（全体）

陸上貨物（トラック等）

道路旅客（バス、タクシー等）

荷役ガイドラインとは・・・荷役作業での労働災害防止のため、陸運事業者、荷主、配送先、元請事業者が取り組むべき事項を示したもの

◇R4は前年比増、陸上貨物は過去2番目に多い ◇被災者の1/4が経験1年未満

◇荷役作業による労働災害が多くを占める

Ｈ30～Ｒ4データ

(人)

”荷役作業の安全対策ガイドライン”に基づき、荷役作業時の労災防止を進めよう（裏面）

管内（八王子、多摩、日野、稲城市）陸上貨物運送事業の労働災害の特徴

（年）

八王子労働基準監督署

陸上貨物運送業

構内及び荷主先での を防ぐために

＜荷役作業時の安全対策の強化＞

Ｈ30～Ｒ4データ



①運送業者との協議の場
の設置

②安全作業連絡書
・荷役作業の有無

・役割分担の通知

③自社と他社の混在作業
④自社以外の者の安全対策
・荷役作業

・フォークリフト使用

＜墜落・転落＞

○荷台上での作業
①背を向けない ②後ずさり、飛び降りない ③テールゲートのストッパー

○階段を降りる際
①踏み面を確認 ②急がない

＜はさまれ、巻き込まれ＞
○ロールボックスパレットの安全な取扱い
①段差、傾斜部、テールゲートでの取扱い
②安全靴、プロテクター等・押し方、引き方、運搬方法、
③積載、視界の確保

＜腰痛等＞

○腰に負担の少ない荷の取扱の徹底（持ち方、姿勢等）
○小休止、ストレッチ等（長時間運転後の運搬時）

○台車等の使用

＜転倒＞
○作業前に周辺の足元確認（水気、段差等）
○～ながら歩きをしない
○作業場、通路の４Ｓ徹底

陸運事業者と荷主との連携

◇労災防止の知識、安全最優先での荷役作業
・荷役作業の基本知識
・ガイドラインにある荷役作業の安全対策
◇危険を感じる力の向上、資格の取得
・危険予知訓練
・作業指揮者への教育

ポイント① 陸運事業者と荷主との連携

ポイント② 荷役作業の労災防止

ポイント③ 安全衛生教育

八王子労働基準監督署 R5.4作成

荷役作業の安全対策ガイドライン、各種資料

○未熟練労働者

安全衛生教育マニュアル
○ガイドラインをまとめた

パンフレット

○テールゲートリフター

安全に使用

○ロールボックスパレット

8つのルール

５大災害の防止
荷役作業の死亡災害の８割を占める

災害種別に応じた
対策の推進を！

①墜落・

転落

②荷崩れ

③フォーク

リフト

④無人

運転

⑤トラック

後退時

＜法改正の概要 R5.10施行＞

１．テールゲートリフターを使用して荷を積み降ろし作業

特別教育の義務化

２．2ｔ～5ｔ車の貨物自動車で荷の積み降ろし作業

昇降設備の設置、保護帽の着用が義務付け

（改正前は5ｔ以上車）

～トップが発信！みんなで宣言一人一人が「安全・安心」～


